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論文内容の要旨
本論文は， 10-zoA 以下の極微小イオン電流を安定に測定できる，極めてパックグラウンドの低い質
量分析計，即ち全残留ガス圧を10-10Torr 以下に維持できる極微質量分析計を開発すべくイオン源の
改良，及び、極微小イオン電流測定技術に関して研究し，これを同位体比測定及び極低分圧測定に適用
し，検討したところをまとめたもので，序論，本文 4 章及び結論からなっている。
第 1 章は，序論であり，極微質量分析法に関する概観と，本研究の方針とを述べている。
第 2 章では，試作改良した極微量分析の諸特性に関する実験結果と，バックグラウンドの質量スベ
クトル解析を中心に，超高真空作製のためのシステム技術に関して研究した結果を整理している。
第 3 章では，極微気体試料分析用のイオン源の改良に関する研究結果を述べている。特に，超高真
空領域の全ガス圧及び分圧測定において重要な イオン源の電極表面から電子衝撃によって脱離する
イオンの問題について研究したところを述べている。
第 4 章では，極微小イオン電流検出器の開発と，それを使用した計測法に関する研究結果をまとめ
ている。マルチチャンネル計数方式を用いることにより 極微小イオン電流測定における障害が，大
巾に解決され，極微質量分析の精度及び信頼性を飛躍的に向上させ得ることを示している。また，イ
オン検出器の出力パルス波高分布解析により，真のイオン計数効率を決定をするなどの手段による極
微小イオン電流測定精度の改善に関する研究結果を述べている。
第 5 章では，試作した極微質量分析計を用いて，極微試料の同位体比測定及び極低分圧測定を行い，
それらの結果に検討を加え，応用分野に関する所見を述べている。また，散乱イオンの影響など，こ
こに開発した分析計を用いて明らかにされた点を示している。
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論文の審査結果の要旨
本論文に述べられている研究業績を要約すると，つぎのようになる。
(1) 装置を小型化し，全体を加熱しやすく， 3000C で10時間未満の短時間に脱ガスができるようにし
た。
(2) スパッタイオンポンプとチタン蒸発ゲッタポンプを併用し 10-11 Torr 以下に保つことに成功し
た。
(3) 百102 被覆Wフィラメント ， (Ba, Sr, Ca) 0 陰極， LaB6 蒸着 Ta フィラメントを電子源とし
て用い，残留ガスを極度に少くさせることに成功した。
(4) イオン源を脱ガスの容易な構造とし，かつ温度上昇を抑えることにより，著しくパックグラウン
ドを減少させた。
(5) 電極表面からの脱離イオンに起因するバックグラウンドを1/100に留め，貫通電子電流を全電子電
流の30%以上にした。
(6) 微小イオン電流測定のため，安定な特性を有する小型静電型二次電子増培管の開発をした。
(7) 10-21 A以下の極微小電流を測定できる「くり返しマルチチャンネル計数J 方式を開発し，それ
により検出性能を向上させた。
(8) 10-1 1 Torr 以下の真空系における 10-17 Torr 以下の極低分圧の測定を可能とした。
以上のように本論文は，極微質量分析計の装置上の改善とそれによる性能の向上をなしとげた成果
を得るまでの研究をまとめたものであり，その業績は，質量分析計の製作および同位体分析などの分
野の発展に多大の貢献をもたらすものである。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
-374-
